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新機能と更新情報 
次の表は、この最新リリースまでの主な変更点の概要を示したものです。ただし、今リリースまで

の変更点または、新機能の一部は表に記載されていません。 
 

リリース バージョ

ン 
特長 説明 

NDFC リリース 
12.1.3 

再編成されたコン

テンツ 
このドキュメント内のコンテンツは元来 『Cisco NDFC-
Fabric Controller 構成ガイド』  または 『Cisco NDFC-
SAN Controller 構成ガイド』 で提供されました。 
リリース 12.1.3 以降、このコンテンツは現在、このドキュメ

ントでのみ提供されており、これらのドキュメントでは提供

されなくなっています。 
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eBGP-ベース アンダーレイを使用した VXLAN 
EVPN ファブリックの作成 

eBGP アンダーレイを使用した VXLAN ファブリックのガ

イドライン 
• ブラウンフィールド移行は、eBGP ファブリックではサポートされていません。 

• リーフスイッチの AS 番号は、作成され構成が展開された後に変更することはできません。

leaf_bgp_asn ポリシーを削除し、[再計算および展開（Recalculate & Deploy）] を実行し、この 
AS に関連する  BGP 構成を削除する必要があります。次に、新しい AS 番号を使用して、

leaf_bgp_asn ポリシーを追加します。 

• Multi-AS モードと Same-Tier-AS モードを切り替えるには、モードを変更する前に、手動で追加

されたすべての BGP ポリシー（リーフ スイッチの Leaf_bgp_asn および EBGP オーバーレイ ポ
リシーを含む）を削除し、再計算と展開操作を実行します。 

• デバイスに ebgp オーバーレイ ポリシーが存在する場合、リーフスイッチの leaf_bgp_asn ポリシ

ーを変更または削除することはできません。最初に eBGP オーバーレイ ポリシーを削除してから、

leaf_bgp_asn ポリシーを削除する必要があります。 

• VXLAN BGP ファブリックでサポートされている役割は、リーフ、スパイン、スーパー スパイン、

ボーダー スーパー スパインです。 

• アンダーレイが IPv6 の場合、ファブリック内リンクは IPv6 リンク ローカル アドレスのみをサ

ポートします。 

• ボーダー デバイスでは、VRF-Lite は手動モードでサポートされます。VXLAN マルチサイトは、

VXLAN eBGP ファブリックではサポートされていません。 

• TRM（テナント ルーテッド マルチキャスト）は、IPv4 アンダーレイを使用した eBGP ファブリッ

クでサポートされます。 

• IPv6 アンダーレイを使用する VXLAN は、次の機能をサポートしていません。 

◦ マルチキャスト アンダーレイ 

◦ TRM 

◦ 双方向フォワーディング検出（BFD） 

◦ MACSec 

◦ Flexible Netflow 

◦ BGP 認証 
 

IPv4 または IPv6 eBGP アンダーレイを使用して VXLAN EVPN ファブリックを作成するには、次の手順を

実行します。 
 

1.   [LAN）] > [ファブリック（Fabrics）] に移動します。 

2. [アクション（Actions）] ドロップダウンリストから、[ファブリックの作成（Create Fabric）] を選択し

ます。 
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3. [ファブリック名（Fabric Name）] フィールドにファブリックの一意の名前を入力し、[ファブリ

ックの選択（Choose Fabric）] をクリックします。  
 

使用可能なすべてのファブリック テンプレートのリストが表示されます。 
 

4. ファブリック テンプレートの使用可能なリストから、BGP ファブリック テンプレートを選択し、

[選択（Select）] をクリックします。 
 

スタンドアロン ファブリックを作成するためのファブリック設定が表示されます。ほとんど

のフィールドは、 

ファブリック用に事前に入力されています。 
 

5. 必要に応じて、必要なフィールド値を入力するか、事前に入力されたフィールドを編集します。  
 

画面のタブとそのフィールドについては、次のセクションで説明されています。 
 

◦ 一般的なパラメータ 

◦ EVPN 

◦ vPC 

◦ Protocols 

◦ 詳細設定 

◦ 管理性（Manageability） 

◦ ブートストラップ 

◦ コンフィギュレーションのバックアップ 

◦ Flow Monitor 

6. 必要な構成が完了したら [保存（Save）] をクリックします。 

◦ [ファブリック（Fabric）] をクリックして、スライドイン ペインに概要を表示します。 

◦ [起動（Launch）] アイコンをクリックして、[ファブリックの概要（Fabric Overview）] ページを

表示します。 
 

一般的なパラメータ 
デフォルトでは、[全般パラメータ（General Parameters）] タブが表示されます。次のテーブルに

このタブのフィールドが説明されています。 

表 1. eBGP を使用した VXLAN EVPN ファブリックの一般パラメータ 
 

フィールド 説明 

スパインの BGP ASN ファブリックのスパイン スイッチの自律システム番号（ASN）を

入力します。 

スーパースパインの BGP ASN ファブリックにスーパー スパインまたはボーダー スーパー スパ

イン スイッチを含む場合、スーパー スパインおよびボーダー ス
ーパー スパインに使用する ASN を入力します。 
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BGP AS モード [Multi-AS] または [Same-Tier-AS] を選択します。 
 

• [マルチ AS（Multi-AS）] ファブリック：リーフ/ボーダー

ごとに固有の AS 番号。 

• Same-Tier-AS ファブリックでは、すべてのリーフノードが 
1 つの一意の AS を共有し、すべてのボーダーが別の一意の 
AS を共有します。 

• マルチ AS と 同層 AS の両方で、ファブリック内のすべてのス

パイン スイッチは 1 つの一意の AS 番号を共有します。ファブ

リックは、スパイン スイッチの ASN によって識別されます。 

フィールド 説明 

リーフで同じ ASN を許可 マルチ AS モードを構成している場合でも、すべてのリーフ ノー

ドで同じ ASN を使用します。 

IPv6 アンダーレイを使用した 
IPv6 ルーテッドファブリック

または VXLAN の有効化 

IPv6 ルーテッド ファブリックまたは IPv6 アンダーレイを有効

化このチェックボックスをオフにすると、システムは IPv4 ル
ーテッド ファブリックまたは IPv4 アンダーレイを構成しま

す。 

IPv6 アンダーレイを設定するには、[EVPN] タブで VXLAN オ
ーバーレイパラメータも設定する必要があります。  

アンダーレイ サブネット IP マ
スク 

ファブリック インターフェイスの IP アドレスのサブネット マス

クを指定します。 

アンダーレイ IP アドレスの手

動割り当て 
ダイナミック アンダーレイ IP アドレス割り当てを無効にするに

は、このチェックボックスをオンにします。  

アンダーレイ ルーティング ルー

プバック IP 範囲 
プロトコル ピアリングのループバック IPv4 アドレスを指定します。 

アンダーレイ サブネット IP 範
囲 

インターフェイス間のアンダーレイ P2P ルーティング トラフィ

ックの IPv4 アドレスを指定します。 

アンダーレイ ルーティング ル
ープバック IPv6 範囲 

プロトコル ピアリングのループバック IPv6 アドレスを指定します。 

ルートマップ タグの無効化 サブネットの再配布を無効にします。 

ルートマップ タグ サブネットを再配布するためのルート タグを構成します。デフ

ォルトでは、有効な場合、タグ値 12345 が構成されます。 

サブインターフェイス Dot1q 
範囲 

レイヤ 3 サブインターフェイスを使用する場合のサブインター

フェイスの範囲を指定します。 

パフォーマンス モニタリング

 を有効化 
オンにすると、パフォーマンス モニタリングが有効になりま

す。 
パフォーマンス  モニタリング は 、NX-OS リリース 9.3.6 以降のスイッチでサポ
ート されます。 
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EVPN 
表 2. eBGP を使用した VXLAN EVPN ファブリックの EVPN 構成 
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フィールド 説明 

EVPN VXLAN オーバーレイの有

効化 
ファブリックの VXLAN オーバーレイ プロビジョニングを有効にし

ます。08-04-2023 11:33 
 
このオプションを選択すると、ルーテッド  ファブリックを 
VXLAN 対応のファブリックに変換できます。ファブリックが 
VXLAN 対応の場合、オーバーレイ ネットワークまたは VRF イ
ンスタンスを作成して展開できます。ネットワークまたは VRF 
を作成して展開する手順は、データセンター VXLAN EVPN の
場合と同じです。詳細については、『データ センター VXLAN 
EVPN』の「スタンドアロン ファブリックのネットワークの作成」お

よび「VRF の作成」の項を参照してください。 

ルーテッド ファブリック ：ルーテッド ファブリック（VXLAN 
カプセル化のない IP ファブリック）を作成するには、[EVPN 
VXLAN オーバーレイを有効にする（Enable EVPN VXLAN 
Overlay）] チェック ボックスをオフにする必要があります。ル

ーテッド ファブリックでは、ネットワークを作成して展開でき

ます。 

詳細については、『BGP ベース ルーテッド ファブリックの管

理』の「ルーテッド ファブリックのネットワーク概要」のセク

ションを参照してください。  

eBGP ルーテッドまたは eBGP VXLAN ファブリックを作成する場

合、ファブリックは eBGP をコントロール プレーンとして使用し

て、ファブリック内接続を構築します。スパイン スイッチとリー

フ スイッチ間のリンクは、上側で eBGP ピアリングが構築された

ポイント ツー ポイント（P2P）番号付き IP アドレスで自動構成さ

れます。 

ファブリック内にネットワークまたは VRF が作成されている場

合、[EVPN VXLAN オーバーレイを有効にする（Enable EVPN 
VXLAN Overlay） ] チェック  ボックスを選択して、VXLAN 
EVPN モードとルーテッド ファブリック モードを切り替えること

はできません。ファブリック設定を変更するには、これらのネッ

トワークまたは VRF を削除する必要があります。 

Routed_Network_Universal テンプレートは、ルーテッド ファブ

リックにのみ適用されることに注意してください。ルーテッド フ
ァブリックを VXLAN EVPN ファブリックに変換する場合は、ネ

ットワーク テンプレートとネットワーク拡張テンプレートを、

VXLAN EVPN に 定 義 さ れ て い る も の に 設 定 し ま す ：

Default_Network_Universal と  Default_Network_Universal で
す。VXLAN EVPN ファブリック用にカスタマイズされたテンプ

https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/ndfc/1213/articles/ndfc-data-center-vxlan-evpn/data-center-vxlan-evpn.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/ndfc/1213/articles/ndfc-data-center-vxlan-evpn/data-center-vxlan-evpn.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/ndfc/1213/articles/ndfc-managing-bgp-based-routed-fabrics/managing-bgp-based-routed-fabrics.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/ndfc/1213/articles/ndfc-managing-bgp-based-routed-fabrics/managing-bgp-based-routed-fabrics.pdf
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レートがある場合は、それを使用することも選択できます。 
 

ネットワークを作成した後は、 

  このファブリック設定を変更できません。変更
する場合は、すべてのネットワークを削除してか
ら、FHRP 設定を変更する必要があります。 

[EVPN] タブの次のフィールドは、EVPN VXLAN オーバーレイを有効にする場合にのみ適用されま

す。 

エニーキャストゲートウェイ

MAC 
リーフ スイッチのエニーキャスト ゲートウェイ MAC アドレスを

指定します。 
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フィールド 説明 

VXLAN OAM の有効化 既存のスイッチの VXLAN の運用、管理、およびメンテナンス

（OAM）機能を有効にします。この設定はデフォルトでイネーブ

ルになっています。チェックボックスをオフにすると、VXLAN 
OAM 機能が無効になります。 

ファブリック内の特定のスイッチで VXLAN OAM を有効にし、

他のスイッチで無効にする場合は、自由形式構成を使用して、フ

ァブリック設定で OAM を有効にし、OAM を無効にすることが

できます。 
 

Cisco NDFC の VXLAN OAM 機能が 

 単一のファブリックまたはサイトのみでサポー
トされます。VXLAN OAM は、マルチサイト ファ
ブリックではサポートされていません。 

テナント DHCP の有効化  テナント DHCP サポートを有効にします。 

vPC advertise-pip vPC 対応リーフ スイッチまたはボーダー リーフ スイッチでアドバ

タイズ PIP（プライマリ IP アドレス）機能を有効にするには、こ

のチェックボックスをオンにします。 

レプリケーション モード

（Replication Mode） 
ファブリックで使用されているレプリケーション モードを指定

します。入力レプリケーションまたはマルチキャスト。 

マルチキャスト グループ サブネ

ット 
マルチキャスト通信に使用される IP アドレス プレフィックスを

指定します。オーバーレイ ネットワークごとに、このグループ

から一意の IP アドレスが割り当てられます。 

 テナント  ルーテ

ッド マルチキャストの有効化 
ファブリック オーバーレイ マルチキャスト プロトコルとしてテ

ナント ルーテッド マルチキャスト（TRM）を有効にするには、

チェックボックスをオンにします。 

TRM VRF のデフォルト MDT ア
ドレス（Default MDT Address 
for TRM VRFs） 

TRM トラフィックのマルチキャスト アドレスを示します。デ

フォルトでは、このアドレスは [マルチキャスト グループ サブ

ネット（Multicast Group Subnet ）] フィールドで指定された 
IP プレフィックスから取得されます。いずれかのフィールドを

アップデートする場合、[マルチキャスト グループ サブネット

（Multicast Group Subnet）] で指定した IP プレフィックスか

ら選択された TRM アドレスであることを確認してください。 

ランデブーポイント ランデブーポイントとして機能するスパイン スイッチの数を入力しま

す。 
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RP モード レプリケーションでサポートされている 2 つのマルチモード、

ASM（エニーソース マルチキャスト [ASM]）または BiDir（双方

向 PIM [BIDIR-PIM]）のいずれかを選択します。 

マルチキャスト モードを有効にすると、そのマルチキャスト モ
ードに関連するフィールドだけが有効になり、他のマルチキャ

スト モードに関連するフィールドは無効になります。 
 

BIDIR-PIM は、Cisco のクラウド スケールでサポー
トされています。  

  ファミリ プラットフォーム 9300-EX およ
び 9300-FX/FX2、および NX-OS リリース 9.2(1) 以
降。 

アンダーレイ RP ループバック 
ID 

ランデブー ポイント（RP）に使用するループバック ID を指定し

ます。デフォルトは 254 です。 

フィールド 説明 

RP モードとして [双方向（bidir）] を選択すると、以下のフィールドが有効になります。RP カウン

トに応じて、2 つまたは 4 つのファントム RP ループバック ID フィールドが有効になります。 

アンダーレイ  プライマリ

 RP ループバック 
ID  

ファントム RP に使用するプライマリ ループバック ID を指定し

ます。 

アンダーレイ  バックアップ  RP 
ループバック ID  

フォールバック Bidir-PIM ファントム RP に使用するセカンダリ

（またはバックアップ）ループバック ID を指定します。 

次のループバック ID オプションは、RP カウントが 4 の場合にのみ適用されます（[bidir] が選

択されている場合）。 

アンダーレイ 2 番目のバックア

ップ RP ループバック ID 
ファントム RP に使用する 2 番目のバックアップ ループバック ID 
を指定します。 

アンダーレイのサードバックア

ップ RP ループバック ID 
ファントム RP に使用する 3 番目のバックアップ ループバック ID 
を指定します。 

VRF テンプレート VRFを作成するためのVRFテンプレートと、他のファブリック

へのVRF拡張を有効にするためのVRF拡張テンプレートを指定

します。 
VRF 拡張テンプレート 

Network Template ネットワークを作成するためのネットワーク テンプレートと、

他のファブリックにネットワークを拡張するためのネットワー

ク拡張テンプレートを指定します。 ネットワーク拡張テンプレート 

アンダーレイ VTEP ループバッ

ク IP 範囲  
VTEP のループバック IP アドレス範囲を指定します。 

アンダーレイ  RP  
ループバック  IP 範囲 

エニーキャストまたはファントム RP の IP アドレス範囲を指定し

ます。 

レイヤ2 VXLAN VNI範囲 ファブリックの VXLAN VNI ID を指定します。 

レイヤ3 VXLAN VNI範囲 
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ネットワーク VLAN 範囲  レイヤ 3 VRF およびオーバーレイ ネットワークの VLAN 範囲。 

VRF VLAN 範囲 

VRF Lite の展開 ファブリック間接続を拡張するための VRF Lite 方式を指定しま

す。08-04-2023 11:33手動のみがサポートされています。 
 

vPC 
表 3. eBGP を使用した VXLAN EVPN ファブリックの vPC 構成 

 

フィールド 説明 

vPC ピア リンク VLAN vPC ピア リンク SVI に使用される VLAN です。 

vPC ピアリンク VLAN をネイテ

ィブ VLAN として構成します。 
vPC ピア リンク VLAN をネイティブ VLAN として有効にします。 

フィールド 説明 

vPC ピア キープ アライブオプシ

ョン 
ドロップダウン リストから、[管理（management）] または 
[ループバック（loopback）] を選択します。管理ポートおよび

管理 VRF に割り当てられた IP アドレスを使用するには、[管理

（management）] を選択します。ループバック インターフェ

イス（および非管理 VRF）に割り当てられた IP アドレスを使用

するには、ループバックを選択します。IPv6 アドレスを使用す

る場合は、ループバック ID を使用する必要があります。 

vPC 自動リカバリ時間 vPC 自動回復タイムアウト時間を秒単位で指定します。 

vPC の遅延復元時間 vPC 遅延復元期間を秒単位で指定します。 

vPC ピア リンク ポート チャネ

ル番号  
vPC ピア リンクのポートチャネル ID を指定します。デフォルト

では、このフィールドの値は 500 です。 

vPC IPv6 ND 同期 vPC スイッチ間の IPv6 ネイバー探索同期を有効にします。デフ

ォルトでチェックボックスはオンになっています。この機能を無

効にするには、チェックボックスをオフにします。 

ファブリック全体の vPC ドメイ

ン ID 
ファブリック内のすべての vPC ペアで同じ vPC ドメイン ID の
使用を有効にします。08-04-2023 11:33 このフィールドを選択す

ると、[vPC ドメイン ID（vPC Domain Id）] フィールドが編

集可能になります。 

vPCドメインID すべての vPC ペアで使用される vPC ドメイン ID を指定します。

それ以外の場合は、vPC ペアごとに一意の vPC ドメイン ID が使

用されます（1 ずつ増加）。 
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ファブリック vPC ピアリング

の QoS の有効化  
スパインの QoS を有効にして、vPC ファブリック ピアリング

通信の配信を保証します。 

 

  ファブリック設定の vPC ファブリック ピアリン
グとキューイング ポリシーの QoS オプションは相
互に排他的です。 

QoSポリシー名 すべてのスパインで同じにする必要がある QoS ポリシー名を指定しま

す。 
 

プロトコル 
表 4. eBGP を使用した VXLAN EVPN ファブリックのプロトコル構成 

 

フィールド 説明 

ルーティング ループバック Id ループバック インターフェイス ID は、デフォルトで 0 として

設定されます。BGP ルータ ID として使用されます。 

VTEP ループバック ID ループバック インターフェイス ID は、1 として入力し、VTEP ピ
アリング目的に使用されます。 

BGP の最大パス ECMP のスイッチ上の同じプレフィックスにインストールされ

る BGP ルートの最大数を指定します。  

BGP 認証の有効化 BGP 認証を有効にするには、このチェックボックスをオンにし

ます。このフィールドを有効にすると、[BGP 認証キー暗号化

タイプ（BGP Authentication Key Encryption Type）] および 
[BGP 認証キー（BGP Authentication Key）] フィールドが有

効になります。 

BGP 認証 キ

ー暗号化タイプ 
3DES 暗号化タイプの場合は 3、Cisco 暗号化タイプの場合は 7 を
選択します。 

フィールド 説明 

BGP 認証キー 暗号化タイプに基づいて暗号化キーを入力します。 

  プレーン テキスト パスワードはサポートされてい

ません。 

スイッチにログオンし、暗号化キーを取得します。[BGP 認証キ

ー（BGP Authentication Key）] フィールドにキーを入力しま

す。 

詳細については、IPFM およびクラシック IPFM の「暗号化された 
BFD 認証キーの取得」の項を参照してください。 

 PIM  
Hello 認証の有効化 

PIM hello 認証を有効にします。  

PIM Hello 認証キー PIM hello 認証キーを指定します 

https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/ndfc/1213/articles/ndfc-ipfm-classic-ipfm/ipfm-and-classic-ipfm.pdf
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BFD の有効化 [BFD の有効化（Enable BFD）] チェックボックスは、ファブ

リック内のすべてのスイッチで機能 bfd を有効にする場合にオ

ンにします。この機能は、IPv4 アンダーレイでのみ有効で、範囲

はファブリック内にあります。 

NDFC は、ファブリック内の BFD をサポートします。ファブリッ

ク設定では、BFD 機能はデフォルトで無効になっています。有効

にすると、デフォルト設定のアンダーレイ プロトコルに対して 
BFD が有効になります。カスタム BFD 構成は、スイッチごとの自

由形式またはインターフェイスごとの自由形式ポリシーを使用し

て展開する構成が必要です。 

次の構成は、BFD を有効にした後にプッシュされます。'feature 

bfd' 

BFD が有効になっている NDFC では、次の構成がすべての P2P フ
ァブリック インターフェイスにプッシュされます。 

 
no ip redirects 
no ipv6 redirects 

 
BFD 機能の互換性については、それぞれのプラットフォームの

マニュアルを参照してください。サポートされているソフトウ

ェア バージョンについては、『Cisco Nexus Dashboard Fabric 
Controller 互換性マトリクス』を参照してください。 

 BGPに BFD を有効化 BGP ネイバーの BFD を有効にするには、このチェックボックスを

オンにします。このオプションは、デフォルトで無効です。 

BFD 認証の有効化 BFD 認証を有効にするには、このチェックボックスをオンにし

ます。このフィールドを有効にすると、[BFD 認証キー  ID
（BFD Authentication Key ID）] フィールドと [BFD 認証キー

（BFD Authentication Key）] フィールドが有効になります。 

BFD 認証キー ID インターフェイス認証の BFD 認証キー ID を指定します。 

フィールド 説明 

BFD 認証キー BFD 認証キーを指定します。 
 
BFD 認証パラメータを取得する方法については、「IPFM および 
Classic IPFM」の「暗号化された BFD 認証キーの取得」セクショ

ンを参照してください。 
 

高度 
表 5. eBGP を使用した VXLAN EVPN ファブリックの詳細構成 

 

https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/ndfc/1213/articles/ndfc-ipfm-classic-ipfm/ipfm-and-classic-ipfm.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/ndfc/1213/articles/ndfc-ipfm-classic-ipfm/ipfm-and-classic-ipfm.pdf
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フィールド 説明 

ファブリック内インターフェ

イス MTU 
ファブリック内インターフェイスに MTU を指定します。この

値は偶数にする必要があります。 

レイヤ 2 ホスト インターフェ

イス MTU 
レイヤ 2 ホスト インターフェイスに MTU を指定します。この値

は偶数にする必要があります。 

電源モード 適切な電源モードを選択します。 

CoPP プロファイル ドロップダウン リストから、ファブリックの適切なコントロー

ル プレーン ポリシング（CoPP）プロファイル ポリシーを選択

します。デフォルトでは、strict が選択されています。 

VTEP ホールドダウン タイマー NVE 送信元インターフェイス ホールドダウン時間を指定します。 

VRF Lite サブネット IP 範囲 これらのフィールドには、DCI サブネットの詳細が入力されま

す。必要に応じて、次のフィールドを更新します。 VRF Lite サブネット マスク 

ブートストラップされたスイ

ッチの CDP の有効化 
ブートストラップを使用して検出されたスイッチの CDP を有効に

するには、このチェックボックスをオンにします。 

NX-API を有効化 HTTPS で NX-API を有効にするには、このチェックボックスをオ

ンにします。このチェックボックスは、デフォルトでオンになっ

ています。 

HTTP での NX-API の有効化 HTTP での NX-API の有効化を指定します。HTTP を使用するに

は、[HTTP での NX-API の有効化（Enable NX-API on HTTP）] 
チェックボックスと [NX-API の有効化（Enable NX-API）] チェ

ックボックスをオンにします。このチェックボックスは、デフォ

ルトでオンになっています。このチェックボックスをオフにする

と、エンドポイント ロケータ（EPL）、レイヤ 4～レイヤ 7 サー

ビス（L4〜L7 サービス）、VXLAN OAM など、NX-API を使用

し、Cisco がサポートするアプリケーションは、HTTP ではなく 
HTTPS を使用するようになります。 
 

 [NX-API の有効化（Enable NX-API）] と [有効
化（Enable）] の両方をオンにする場合 

  NX-API on HTTP チェックボックス、アプ
リケーションは HTT P を使用します。 

Strict Config Compliance の有

効化 
このチェックボックスをオンにして、厳密な構成コンプライア

ンス機能を有効にします。01-04-2023 12:36 

詳細については、『構成コンプライアンス』の「Strict 
Configuration Compliance」のセクションを参照してください。 

フィールド 説明 

AAA IP 認証の有効化 AAA IP 認証（AAA サーバで IP 認証が有効になっていることを確

認））を有効にします。 

トラップ ホストとしての NDFC 
の有効化  

NDFC をトラップ ホストとして有効にするには、このチェックボッ

クスをオンにします。  

https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/ndfc/1213/articles/ndfc-configuration-compliance/configuration-compliance.pdf
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TCAM 割り当ての有効化 TCAM コマンドは、有効にすると VXLAN および vPC ファブリッ

ク ピアリングに対して自動的に生成されます。 

グリーンフィールド クリーンア

ップ オプション 
スイッチをリロードせずにスイッチのグリーンフィールド クリ

ーンアップ オプションを有効にします。このオプションは、通

常 Cisco Nexus 9000v スイッチを使用するデータセンター環境

でのみ推奨されます。 

 デフォルトの キ

ューイング ポリシーの有効化 
このファブリック内のすべてのスイッチに QoS ポリシーを適用す

るには、このチェックボックスをオンにします。すべてのスイッ

チに適用した QoS ポリシーを削除するには、このチェックボック

スをオフにし、すべての設定を更新してポリシーへの参照を削除

し、構成を展開します。さまざまな Cisco Nexus 9000 シリーズ ス
イッチに使用できる定義済みの QoS 設定が含まれています。この

チェックボックスをオンにすると、適切な QoS 設定がファブリッ

ク内のスイッチにプッシュされます。システム キューイングは、

設定がスイッチに展開されると更新されます。ピア インターフェ

イス自由形式ブロックに必要な構成を追加することにより、必要

に応じて、定義されたキューイング ポリシーを使用してインター

フェイス マーキングを実行できます。 
 
テンプレート エディタでポリシー ファイルを開いて、実際のキュ

ーイング ポリシーを確認します。Cisco NDFC Web UI から、[操
作（Operations）] > [テンプレート（Templates）] の順に選択し

ます。ポリシー  ファイル 名 で

 キューイング  ポリシーを検索します（例：

[queuing_policy_default_8q_cloudscale]）。ファイルを選択し、

[テンプレートの変更/表示（Modify/View template）] アイコン

をクリックしてポリシーを編集します。 

プラットフォーム特有の詳細については、『Cisco Nexus 9000 
Series NX-OS Quality of Service 構成ガイド』を参照してくださ

い。 

N9K  クラウド  スケール

  プラットフォーム キュー

イング ポリシー 

ファブリック内の EX、FX、および FX2 で終わるすべての Cisco 
Nexus 9200 シリーズスイッチおよび Cisco Nexus 9000 シリーズス

イッチに適用するキューイング ポリシーをドロップダウン リスト

か ら 選 択 し ま す 。 有 効 な 値 は 
queuing_policy_default_4q_cloudscale お よ び 
queuing_policy_default_8q_cloudscale です。 FEX  に
は [queuing_policy_default_4q_cloudscale] ポリシーを使用しま

す 。 FEX が オ フ ラ イ ン の 場 合 に の み 、

[queuing_policy_default_4q_cloudscale] ポ リ シ ー か ら 
[queuing_policy_default_8q_cloudscale] ポリシーに変更できま

す。 

N9K  R シリーズ  プラット

フォームのキューイング ポリシ

ー 

ドロップダウンリストから、ファブリック内の R で終わるすべて

の Cisco Nexus スイッチに適用するキューイング ポリシーを選択

します。有効な値は [queuing_policy_default_r_series] です。 

フィールド 説明 
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その他の N9K プラットフォーム 
キューイング ポリシー 

ドロップダウンリストからキューイング ポリシーを選択し、フ

ァブリック内にある、上記 2 つのオプションで説明したスイッ

チ以外の他のすべてのスイッチに適用します。有効な値は 
[queuing_policy_default_other] です。 

リーフ フリーフォーム構成 リーフ、ボーダー、および境界ゲートウェイの役割を持つスイッ

チに追加する必要がある CLI です。 

スパイン自由形式構成 スパイン、ボーダー スパイン、ボーダー ゲートウェイ スパイン、

およびスーパー スパインのロールを持つスイッチに追加する CLI 
です。 

ファブリック内リンクの追加構

成 
ファブリック内リンクに追加する CLI を追加します。 

 

管理性 
表 6. eBGP を使用した VXLAN EVPN ファブリックの管理パラメータ 

 

フィールド 説明 

DNS サーバの IP DNS サーバの IP アドレス（v4/v6）のカンマ区切りリストを指定

します。 

DNS サーバ VRF すべての DNS サーバに 1 つの VRF を指定するか、DNS サーバ

ごとに 1 つの VRF を指定します。 

NTP サーバ IP NTP サーバの IP アドレス（v4/v6）のカンマ区切りリストを指定

します。 

NTP サーバ VRF すべての NTP サーバに 1 つの VRF を指定するか、NTP サーバ

ごとに 1 つの VRF を指定します。 

Syslog サーバ IP syslog サーバの IP アドレスのカンマ区切りリスト（v4/v6）を指

定します（使用する場合）。 

Syslog サーバの重要度 syslog サーバごとに 1 つの syslog 重大度値のカンマ区切りリス

トを指定します。最小値は 0 で、最大値は 7 です。高いシビラ

ティ（重大度）を指定するには、大きい数値を入力します。 

Syslog サーバ VRF すべての syslog サーバに 1 つの VRF を指定するか、syslog サーバ

ごとに 1 つの VRF を指定します。 

AAA フリーフォーム構成 AAA 自由形式の構成を指定します。 
 
ファブリック設定で  AAA 構成が指定されている場合は、

switch_freeform PTI で、ソースが UNDERLAY_AAA、説明

が AAA Configurations であるものが作成されます。 

 

ブートストラップ 
表 7. eBGP を使用した VXLAN EVPN ファブリックのブートストラップ パラメータ 
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フィールド 説明 

ブートストラップの有効化 [ブートストラップを有効にする（Enable Bootstrap）] チェッ

クボックスをオンにして、ブートストラップ機能を有効にしま

す。 

ブートストラップをイネーブルにした後、次のいずれかの方法を

使用して、DHCP サーバで IP アドレスの自動割り当てをイネーブ

ルにできます。 

• 外部 DHCP サーバ：[スイッチ管理デフォルト ゲートウェイ

（Switch Mgmt Default Gateway）] および [スイッチ管理 
IP サブネット プレフィックス（Switch Mgmt IP Subnet 
Prefix）] フィールドに外部 DHCP サーバに関する情報を入

力します。 

• ローカル DHCP サーバ：[ローカル DHCP サーバ（Local 
DHCP Server）] チェックボックスをオンにして、残りの必

須フィールドに詳細を入力します。 

ローカル DHCP サーバの有効化  [ローカル  DHCP サーバを有効にする（Enable Local DHCP 
Server）] チェックボックスをオンにして、NDFC で DHCP サー

ビスを有効にし、自動 IP アドレス割り当てを開始します。このチ

ェックボックスをオンにすると、[DHCP スコープ開始アドレス

（DHCP Scope Start Address）] および [DHCP スコープ終了ア

ドレス（DHCP Scope End Address）] フィールドが編集可能にな

ります。 

このチェックボックスをオンにしない場合、NDFC は自動 IP アド

レス割り当てにリモートまたは外部の DHCP サーバーを使用しま

す。 

DHCP バージョン このドロップダウンリストから [DHCPv4] または [DHCPv6] を選

択します。[DHCPv4] を選択すると、[スイッチ管理 IPv6 サブネ

ット プレフィックス（Switch Mgmt IPv6 Subnet Prefix）] フィ

ールドは無効になります。DHCPv6 を選択すると、[スイッチ管理 
IP サブネット  プレフィックス（Switch Mgmt IP Subnet 
Prefix）] は無効になります。 
 

Cisco IPv6 POAP は、Cisco Nexus 7000 シリーズ 
スイッチではサポートされていません。Cisco 
Nexus 9000 および 3000 シリーズ スイッチは 
IPv6 を 

 サポートします（スイッチが Layer2 隣接（eth1 または
アウトオブバンド サブネットが /64 である必要
があります）または Layer3 
隣接が一部の IPv6/サブネットに 
存在する場合のみ）。/64 以外のサブネット プレ

フィックスはサポートされません。 

DHCP スコープ開始アドレス IP アドレス範囲の最初と最後の IP アドレスを指定します。このス
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DHCP 範囲終了アドレス コープからの IP は、POAP ブート ストラップ プロセス中にスイ

ッチに割り当てられます。 

スイッチ管理デフォルト ゲート

ウェイ 
DHCP 範囲のデフォルト ゲートウェイを指定します。 

スイッチ管理 IP サブネット プレ

フィックス  
DHCP 範囲のプレフィックス長を指定します。 

DHCP スコープと管理デフォ

ルトゲートウェイの IP アドレ

スの指定 

管理デフォルト ゲートウェイの IP アドレスを指定する場合 
10.0.1.1 およびサブネットマスク 24 の場合、DHCP スコープが

指定されたサブネット内（10.0.1.2 ～ 10.0.1.254）内にあること

を確認します。 

 スイッチ 管理  IPv6
  サブネット プレフィ

ックス 

スイッチの Mgmt0 インターフェイスの IPv6 プレフィックスを

指定します。プレフィックスは 112 〜 126 の範囲で指定する必

要があります。このフィールドは DHCP の IPv6 が有効な場合

に編集できます。 

フィールド 説明 

AAA 構成の有効化 デバイスの起動中に AAA 構成を  
[管理性（Manageability）] タブから含む場合は、チェックボッ

クスをオンにします。  

ブートストラップ フリーフォ

ーム 構成 
必要に応じて、追加のコマンドを入力します。たとえば、AAA ま
たはリモート認証関連の構成を使用している場合は、このフィー

ルドにこれらの構成を追加してインテントを保存する必要があり

ます。デバイスが起動すると、[ブートストラップ自由形式の構成

（Boostrap Freeform Config）] フィールドで定義されたインテン

トが含まれます。 

running-configuration をコピーして [自由形式の構成（freeform 
config）] フィールドに正しいインデントでペーストします。

NX-OS スイッチの実行構成に表示されているように正しく行っ

てください。フリーフォームの設定は、実行設定とマッチしてい

る必要があります。 

詳細については、スイッチでのフリーフォーム構成エラーの解

決を参照してください。「ファブリック スイッチでのフリーフ

ォーム構成 の有効化」に記されています。 

DHCPv4/DHCPv6 マルチサブネ

ット スコープ 
1 行に 1 つのサブネット範囲を入力して、フィールドを指定しま

す。[ローカル DHCP サーバーの有効化（Enable Local DHCP 
Server）] チェックボックスをオンにすると、このフィールド

は編集可能になります。スコープの形式は次の順で定義する必

要があります。 

[DHCP スコープ開始アドレス、DHCP スコープ終了アドレス、

スイッチ管理デフォルト ゲートウェイ、スイッチ管理サブネッ

ト プレフィックス（DHCP Scope Start Address, DHCP Scope 
End Address, Switch Management Default Gateway, Switch 
Management Subnet Prefix）] 

例：10.6.0.2、10.6.0.9、16.0.0.1、 24 
 

https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/ndfc/1213/articles/ndfc-enabling-freeform-configurations/enabling-freeform-configurations-on-fabric-switches.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/ndfc/1213/articles/ndfc-enabling-freeform-configurations/enabling-freeform-configurations-on-fabric-switches.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/ndfc/1213/articles/ndfc-enabling-freeform-configurations/enabling-freeform-configurations-on-fabric-switches.pdf
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構成 バックアップ 
表 8. eBGP を使用した VXLAN EVPN ファブリックの構成バックアップ パラメータ 

 

フィールド 説明 

毎時ファブリック バックアップ [毎時ファブリック バックアップ（Hourly Fabric Backup）] チ
ェックボックスをオンにして、ファブリック構成とインテント

の 1 時間ごとのバックアップを有効にします。 

新しいファブリック構成とインテントの 1 時間ごとのバックア

ップを有効にできます。前の時間に設定のプッシュがあった場

合、NDFC はバックアップを取ります。 

インテントとは、NDFC に保存されているものの、まだスイッチ

にプロビジョニングされていない構成を指します。 

スケジュール済みバックアップ 毎日のバックアップを有効にします。このバックアップは、構

成のコンプライアンスによって追跡されないファブリック デバ

イスの実行構成の変更を追跡します。 

フィールド 説明 

予定時刻 スケジュールされたバックアップ時間を 24 時間形式で指定しま

す。[スケジュール済みファブリック バックアップ（Scheduled 
Fabric Backup）] チェックボックスをオンにすると、このフィ

ールドが有効になります。 

1. 両方のチェックボックスをオンにして、両方のバックアップ 
プロセスを有効にします。[保存（Save）]をクリックする

と、バックアップ プロセスが開始されます。 
 

毎時およびスケジュールされたバックアップ プ
ロセス 

 は、  次 の 定期的 な 構
成 コンプライアンス アクティビティ中 にのみ
発生し、 
最大 1 時間の遅延する可能性があります。 

 
2. 即時バックアップをトリガーするには、次の手順を実行しま

す。 
 

a. [LAN] > [トポロジ（Topology）] を選択します。 

b. 特定のファブリック ボックス内をクリックします。[フ
ァブリック トポロジ (fabric topology)] 画面が表示され

ます。 

c. 画面左側の [アクション（Actions）] ペインで、[ファブ

リックの再同期（Re-Sync Fabric）]  
をクリックします。 
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ファブリック トポロジ ウィンドウでファブリック バックア

ップを開始することもできます。[アクション（Actions）] ペ
インで [今すぐバックアップ（Backup Now）] をクリックし

ます。 

3. 関連情報を入力して更新したら、[保存（Save）] をクリックしま

す。 

 

Flow Monitor 
表 9. eBGP を使用した VXLAN EVPN ファブリックの構成パラメータ 

 

フィールド 説明 

NetFlow を有効にする [Netflow を有効にする（Enable Netflow）] チェックボックスを

オンにして、このファブリックの VTEP で Netflow を有効にしま

す。デフォルトでは、Netflow は無効になっています。 
 

ファブリックで NetFlow が有効になっている場合
は、次の操作を実行できます。 

  偽の No NetFlow PTI を使用して、特定のスイッチで 
NetFlow を使用しないことを選択します。 

 
netflow がファブリック レベルで有効になっていない場合、イ

ンターフェイス、ネットワーク、または VRF レベルで netflow 
を有効にすると、エラー メッセージが生成されます。 

Cisco NDFC の Netflow サポートについては、[Netflow サポー

https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/ndfc/1213/articles/ndfc-netflow-support/netflow-support.pdf
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ト（Netflow Support）] を参照してください。 

フィールド 説明 

NetFlowエクスポータ NetFlow データを受信するための NetFlow エクスポータを追加す

るには、次の手順を実行します。 
 

1. [NetFlow エクスポータ（Netflow Exporter）] 領域で、[アク

ション（Actions）] > [追加（Add）] の順に選択します。 
 

[項目の追加（Add Item）] ページが表示されます。 
 

2. [エクスポータ名（Exporter Name）] フィールドに、エクス

ポータの名前を入力します。 

3. [IP] フィールドにエクスポータの IP アドレスを入力します。 

4. [VRF] フィールドで、エクスポータがルーティングされる 
VRF を指定します。 

5. [送信元インターフェイス（Source Interface）] フィールド

で、送信元インターフェイス名を入力します。 

6. [UDP ポート（UDP Port）] フィールドで、Netflow データが

エクスポートされる UDP ポートを指定します。 

7. [保存（Save）] をクリックしてエクスポータを構成します。 

https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/ndfc/1213/articles/ndfc-netflow-support/netflow-support.pdf
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NetFlow レコード NetFlow レコードを追加するには： 
 

1. [Netflow レコード（Netflow Record）] 領域で、[アクショ

ン（Actions）] > [追加（Add）] を選択し、1 つ以上の 
Netflow レコードを追加します。 

2. [レコード名（Record Name）] フィールドに、レコードの名

前を入力します。 

3. [レコード テンプレート（Record Template）] フィールド

で、必要なテンプレートを選択します。 
 

リリース 12.0.2 では、次の 2 つのレコード テンプレートを

使用できます。カスタム Netflow レコード テンプレートを

作成できます。テンプレート ライブラリに保存されている

カスタム レコード テンプレートは、ここで使用できます。 

◦ netflow_ipv4_record - IPv4 レコード テンプレートを使用しま

す。 

◦ netflow_l2_record - レイヤ 2 レコード テンプレートを使

用します。 

4. レコードが Layer2 Netflow の場合は、[レイヤ 2 レコード

（Is Layer2 Record）] チェック ボックスをオンにします。 

5. [保存（Save）] をクリックしてレポートを構成します。 
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フィールド 説明 

Netflow Monitor NetFlow モニタを追加するには、次の手順を実行します。 
 

1. [NetFlow モニター（Netflow Monitor）] 領域で、[アクショ

ン（Actions）] > [追加（Add）] の順に選択します。 

2. [モニタ名（Monitor Name）] フィールドで、モニタの名前を

入力します。 

3. [レコード名（Record Name）] フィールドに、レコードの名

前を入力します。 

4. [エクスポータ 1 の名前（Exporter1 Name）] フィールド

で、ネットフロー モニタのエクスポータの名前を入力しま

す。 

5. （オプション）[エクスポータ 2  の名前（Exporter1 
Name）] フィールドで、ネットフロー モニタのセカンダリ 
エクスポータの名前を入力します。 

各 Netflow モニタで参照されるレコード名とエクスポータは、

[フロー モニタ（Flow Monitor）] タブで [Netflow レコード

（Netflow Record） ] と  [Netflow エクスポータ（Netflow 
Exporter）] で定義する必要があります。。[保存（Save）] を
クリックして、フロー モニタを構成します。 
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スイッチの追加 
スイッチは、任意の時点で単一のファブリックに追加できます。ファブリックにスイッチを追加し、

既存または新しいスイッチを検出するには、「LAN 動作モードの スイッチの追加」の「ファブリッ

クへのスイッチの追加」の項を参照してください。 

https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/ndfc/1213/articles/ndfc-add-switches-lan/add-switches-for-lan-operational-mode.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/ndfc/1213/articles/ndfc-add-switches-lan/add-switches-for-lan-operational-mode.pdf
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スイッチ ロールの割り当て 
Nexus ダッシュボード ファブリック コントローラのスイッチにロールを割り当てるには、『LAN 動
作モードにスイッチの追加』の「スイッチ ロールの割り当て」セクションを参照してください。 

https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/ndfc/1213/articles/ndfc-add-switches-lan/add-switches-for-lan-operational-mode.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/ndfc/1213/articles/ndfc-add-switches-lan/add-switches-for-lan-operational-mode.pdf
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vPC セットアップの作成 
（オプション）ファブリックのスイッチのペアに vPC セットアップを作成します。スイッチの役割

が同じで、相互に接続されていることを確認します。 

手順については、『 vPC ファブリック ピアリングの構成』の「vPC ファブリック ピアリング」セクション

を参照してください。 

https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/ndfc/1213/articles/ndfc-vpc-fabric/configuring-vpc-fabric-peering.pdf
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ファブリック アンダーレイ eBGP ポリシーの展開 
ファブリック アンダーレイ eBGP ポリシーを展開するには、各リーフ スイッチに leaf_bgp_asn ポリ

シーを手動で追加して、スイッチで使用される BGP AS 番号を指定する必要があります。後ほど再計

算と展開操作を実施すると、リーフ スイッチとスパイン スイッチ間の物理インターフェイス上に 
eBGP ピアリングが生成され、アンダーレイの到達可能性情報が交換されます。Same-Tier-AS モー

ドを使用している場合、すべてのリーフが同じ BGP ASN を共有するため、leaf_bgp_asn ポリシーを

一度にすべてのリーフに展開できます。 

Multi-AS ファブリックでは、各リーフノードとファブリックに leaf_bgp_asn ポリシーを追加します。

vPC スイッチ ペアでは、同じ AS 番号を共有します。 

必要なスイッチにポリシーを追加するには、『LAN 動作モード設定の ファブリック概要』の「ポリ

シーの追加」セクションを参照してください。 

https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/ndfc/1213/articles/ndfc-about-fabric-overview-for-lan-operational-mode-setups/about-fabric-overview-for-lan-operational-mode-setups.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/ndfc/1213/articles/ndfc-about-fabric-overview-for-lan-operational-mode-setups/about-fabric-overview-for-lan-operational-mode-setups.pdf


27  

ファブリック オーバーレイ eBGP ポリシーの展開 
オーバーレイ ピアリングの eBGP オーバーレイ ポリシーは手動で追加する必要があります。

NDFC は、内蔵 eBGP リーフおよびスパイン スイッチに手動で追加して EVPN オーバーレイ ピア

リングを形成する必要がある eBGP リーフおよびスパイン オーバーレイ ピアリング ポリシー テン

プレートを提供します。 
 

スパイン スイッチ オーバーレイ ポリシーの展開 
ebgp_overlay_spine_all_neighbor ポリシーをスーパー スパイン スイッチに追加します。このポ

リシーは、すべてのスパイン スイッチで同じフィールド値を共有するため、一度にすべてのスパ

イン スイッチに展開できます。ネットワークにスパイン スイッチとスーパー スパイン スイッチが

含まれている場合は、スーパー スパイン スイッチにのみポリシーを展開する必要があります。 

1. [LAN] > [ファブリック（Fabrics）] に移動し、ファブリックをダブルクリックします。 
 

[ファブリックの概要（Fabric Overview）] ウィンドウが表示されます。 
 

2. [ポリシー（Policy）] タブで、[アクション（Actions）] > [ポリシーの追加（Add Policy）] の順に選択

します。 

3. ebgp_overlay_spine_all_neighbor を追加するすべてのスパイン スイッチを選択します。  
ポリシーを選択し、[次へ（Next）] をクリックします。 

 
[ポリシーの作成（Create Policy）] ウィンドウを表示します。 

 
4. [テンプレートの選択（Choose Template）] をクリックし、

ebgp_overlay_spine_all_neighbor ポリシーを選択します。 

5. 必要に応じて、次のフィールドに必要なフィールド値を入力し、[保存（Save）] をクリックします。 
 

フィールド 説明 

リーフ IP リスト 接続されたリーフ スイッチ ルーティング ループバック インタ

ーフェイスの IPv6 または IPv4 アドレスを指定します。IPv6 ア
ンダーレイを有効にした場合は、このフィールドに IPv6 アドレ

スを入力してください。 

リーフ BGP ASN リーフ スイッチの BGP AS 番号。 

BGP アップデート送信元インター

フェイス 
これは、BGP アップデートの送信元インターフェイスです。

デフォルトでは、アンダーレイ ルーティング ループバック

（loopback0）が使用されます。 
 

1. [ファブリックの概要（Fabric Overview）] ウィンドウの右上で、[アクション（Actions）] > [再計算と

展開（Recalculate and Deploy）] をクリックします。 

2. [構成の展開（Config Deployment）] ウィンドウで構成が完了したら、[閉じる（Close）] をクリ

ックします。 
 

[ポリシーの編集（Edit Policy）] オプションを使用してポリシーを編集し、[構成のプッシュ

（Push Configuration）] をクリックして構成を展開できます。 
 

リーフ スイッチ オーバーレイ ポリシーの展開 
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すべてのリーフ スイッチに ebgp_overlay_leaf_all_neighbor ポリシーを追加して、スパイン スイ

ッチへの eBGP オーバーレイ ピアリングを確立します。このポリシーは、すべてのリーフ スイッ

チで同じフィールド値を共有するため、一度にすべてのリーフ スイッチに展開できます。 



29  

1. [LAN] > [ファブリック（Fabrics）] に移動し、ファブリックをダブルクリックします。 
 

[ファブリックの概要（Fabric Overview）] ウィンドウが表示されます。 
 

2. [ポリシー（Policy）] タブで、[アクション（Actions）] > [ポリシーの追加（Add Policy）] の順に選択

します。 

3. ebgp_overlay_leaf_all_neighbor を追加するすべてのスパイン スイッチを選択します。  
ポリシーを選択し、[次へ（Next）] をクリックします。 

 
[ポリシーの作成（Create Policy）] ウィンドウを表示します。 

 
4. [テンプレートの選択（Choose Template）] をクリックし、ebgp_overlay_leaf_all_neighbor 

ポリシーを選択します。 

5. 必要に応じて、次のフィールドに必要なフィールド値を入力し、[保存（Save）] をクリックします。 
 

フィールド 説明 

スパイン/スーパースパイン 
IPv4/IPv6 リスト  

BGP ピアリングのスパインまたはスーパー スパイン スイッチ

のルーティング ループバック インターフェイスの IPv4 また

は IPv6 アドレスを指定します。IPv6 アンダーレイを有効にし

た場合は、このフィールドに IPv6 アドレスを入力します。 

 
ファブリックにスーパー スパインまたはボーダー スーパー 
スパインがある場合は、スーパー スパインまたはボーダー 
スーパー スパインの IP アドレスを指定します。 

BGP アップデート送信元インタ

ーフェイス 
これは、BGP アップデートの送信元インターフェイスです。デ

フォルトでは、アンダーレイ ルーティング ループバック

（loopback0）が使用されます。 
 

6. [ファブリックの概要（Fabric Overview）] ウィンドウの右上で、[アクション（Actions）] > [再計算と

展開（Recalculate and Deploy）] をクリックします。 

7. [構成の展開（Config Deployment）] ウィンドウで構成が完了したら、[閉じる（Close）] をクリ

ックします。 
 

[ポリシーの編集（Edit Policy）] オプションを使用してポリシーを編集し、[構成のプッシュ

（Push Configuration）] をクリックして構成を展開できます。 
 

スーパー スパイン スイッチを既存の  VXLAN BGP EVPN 
ファブリックへ追加する 
ファブリックにスパイン スイッチとスーパー スパイン スイッチの両方が含まれている場合は、リ

ーフ デバイスとボーダー デバイスの間にオーバーレイを展開するためにスーパー スパインを使用

するようにファブリックを再設定する必要があります。このトピックでは、スーパー スパイン ス
イッチを、リーフ スイッチとスパイン スイッチがあり、その間にオーバーレイがある既存のファ

ブリックに統合する手順について説明します。 

1. 既存の VXLAN BPG EVPN ファブリックに新しく追加されたスーパー スパイン スイッチに 
ebgp_overlay_spine_all_neighbor ポリシーを追加するには、次の手順を実行します。 

a. 使用するファブリックの [ファブリックの概要（Fabric Overview）] ウィンドウに移動し、[ポリシ
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ー（Policies）] タブをクリックします。 

b. ebgp_overlay_spine_all_neighbor  ポ リシー を 追加する  スー

パー   スパイン   スイッチを  
選択し、[次へ（Next）] をクリックします。[ポリシーの作

成（Create Policy）] ウィンドウを表示します。 
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c. [テンプレートの選択（Choose Template）] をクリックし、

ebgp_overlay_spine_all_neighbor ポリシーを選択します。 

d. [リーフ IP リスト（Leaf IP List）] フィールドにリーフ スイッチの IPv4 または IPv6 アドレ

スを入力します。 

e. [リーフ BGP ASN（Leaf BGP ASN）] フィールドにリーフ スイッチの AS 番号を入力し、[保
存（Save）] をクリックします。 

2. 各リーフ ノードで既存の ebgp_overlay_leaf_all_neighbor  ポリシーを変更するには： 

a. ebgp_overlay_leaf_all_neighbor テンプレート名に基づいてフィルタリングして、既存のポリ

シーを検索します。 

 一度に変更するポリシーは 1 つだけにしてください。 

b. ポリシーを選択し、[アクション（Action）] > [ポリシーの編集（Edit Policy）] を選択します。 

c. [スパイン/スーパー スパイン IP リスト（Spine/Super Spine IP List）] フィールドにスーパー

スパイン ルーティング ループバック インターフェイスの IP アドレスを入力し、[保存

（Save）] をクリックします。 

3. ステップ 2 で追加したリーフとスーパー スパイン スイッチを選択し、[アクション

（Actions）] > [展開（Deploy）] の順に選択します。 

4. [リンク（Links）] タブで、[プロトコル ビュー（Protocol View）] をクリックし、スーパー ス
パインとリーフ スイッチ間の eBGP ピアリングが確立されていることを確認します。 

5. 次のように、リーフとスパイン スイッチ間の既存のオーバーレイを削除します。  

a. スパイン スイッチで、ebgp_overlay_spine_all_neighbor  ポリシーを選択し、[アクション

（Actions）] 
> [ポリシーの削除（Delete Policy）] を選択します。 

b. リーフ スイッチで、ebgp_overlay_leaf_all_neighbor ポリシーを選択し、[アクション

（Actions）] > [ポリシーの編集（Edit Policy）] の順に選択します。 

c. [スパイン/スーパースパイン IPv4/IPv6 リスト（Spine/Super Spine IPv4/IPv6 List）] フィー

ルドでスパイン スイッチの IP アドレスを削除し、[保存（Save）] をクリックします。 

6. 更新された構成をスパイン スイッチとリーフ スイッチに展開するには、[ファブリックの概要

（Fabric Overview）] ウィンドウの右上にある [アクション（Actions）] > [再計算と展開

（Recalculate and Deploy）] の順に選択します。 

または 
 

リーフとスパイン スイッチを選択し、[アクション（Actions）] > [展開（Deploy）] の順に選択

します。  
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